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新幹部の紹介

管理部長 舘山清文（昭和24年生）

平２０．８．１ 本省地方協力局提供施設課整備調整官
平２１ ４ １ 現職平２１．４．１ 現職

４月１日付けで管理部長になりました舘山です。

今年、横浜は１８５９年（安政６年）の開国・開港から１５０周年

を迎え、横浜開港１５０周年記念テーマイベント「開国博Ｙ１５０」が開催されており、

活気を呈しています。

横浜 勤務は 旧横浜防衛施設局時代を含め 度目となりますが また 新たな緊張横浜での勤務は、旧横浜防衛施設局時代を含め３度目となりますが、また、新たな緊張

感を持ち、地道に一つ一つの課題に取り組んでまいりたいと思います。

とりわけ、情報を共有するなどにより風通しのよい職場環境作りに心がけると共に、関

係自治体や住民の皆様方、並びに関係機関等と協力・協調し、円滑な業務処理に最善を尽

くしたいと思います。

私は幼い頃から建築の仕事に携わりたいと思い勉強してきましたが、就職を考えた時により多

くの人のために知識を生かせる仕事に就きたい、また、地元が横須賀で自衛隊が身近な存在にあ

るため興味を持っており、私も防衛省職員として働きたいと思い建築分野で防衛技官を志望しま

した

新人の抱負
調達部建築課 佐藤瑞紀

した。

先日、初めての出張で浜松基地へ行かせて頂いたのですが、次々と離着陸する航空機やレーダ

ー、自衛官の方々を間近で見て自分は防衛省職員であるということを肌で感じ、とても身の引き

締まる思いがしました。

現在、入省して２か月が経とうとしていますが毎日覚える事が

多く大変です。その一方で新発見も多く刺激的でとても充実した

日々を送っております。まだまだこれから自分に甘えること無く、

先輩方の足を引っ張ることのないように日々 努力して行こうと

企画部住宅防音課 早川祥吾

入省し から約 か月が経ちましたが 毎日が学ぶ とばかり

先輩方の足を引っ張ることのないように日々、努力して行こうと

思います。

入省してから約２か月が経ちましたが、毎日が学ぶことばかり
で戸惑いの連続です。先輩方の後ろに付き、勉強続きの毎日です
が、充実した日々を送れていると実感しています。
様々な研修を経て少しずつではありますが社会人として、また、

防衛省職員としての自覚を持つようになりました。特に滝ヶ原駐
屯地における体験入隊では、今まで余り接点のなかった自衛官の
方々とお話しする機会を得て、自衛官の皆さんの士気の高さや、
使命感の強さを実感して参りました。それ以外の様々な講義も非

－２－

常に興味深く大変勉強になりました。
仕事は現場で覚えるのが一番良いと教えられ、また自身もそう感じています。一つ一つの仕事

を確実に覚え、応用できる職員になれるよう努力していきたいと思います。



南関東防衛局長からの感謝状贈呈

平成２１年４月２１日、当局が行う賠償業務の円滑

な遂行に尽力され、また、様々な事件・事故の発生に

際し 被害者や遺族 の誠意ある対応をされるなど際し、被害者や遺族への誠意ある対応をされるなど、

多大な貢献を果たされ、さらに、捜査機関との協力や

迅速な情報提供にも尽力されたことに対し、在日統合

法務局司令官スチュワート Ｗ．ベルト大佐に感謝状

を贈呈しました。
４月２１日(左) ベ ルト在日統合法務局司令官

(於：南関東防衛局長室）

平成２１年６月１日、富士演習場の使用にあたっては、円滑で安定的な使用の確保に貢

献され、地域社会との調和を図るためキャンプ富士周辺の自治体及び住民との友好関係の

構築に尽力されたことに対し 在日米軍海兵隊キャンプ富士諸職種協同訓練センター司令

(於：南関東防衛局長室）

平成２１年６月１日、富士演習場の円滑で安定

的な施設の使用の確保に貢献されたこと、また、

地域社会との調和を図るため、キャンプ富士周辺

の自治体及び住民との友好関係の構築に尽力され

たことに対し、在日米海兵隊キャンプ富士諸職種
構築に尽力されたことに対し、在日米軍海兵隊キャンプ富士諸職種協同訓練センター司令

官ロバート Ｇ．ゴールデン３世大佐に感謝状を贈呈しました。

６月１日(左） ゴールデン３世キャンプ富士諸職
種協同訓練センター司令官
（於：南関東防衛局長室）

協同訓練センター司令官ロバート Ｇ．ゴールデ

ン３世大佐に感謝状を贈呈しました。

平成２１年６月３日、当局が行う基地行政の円滑

な遂行に協力 また 周辺自治体及び住民にも配慮

６月３日(左） ウォルトマイヤー在日米陸軍基地

な遂行に協力、また、周辺自治体及び住民にも配慮

し、陸軍施設関係の諸問題の解決に尽力され、在日

米軍再編に関連する問題を進捗させるため、日本政

府の立場を理解し尽力されたことに対し、在日米陸

軍基地管理本部司令官ロバート Ｍ．ウォルトマイ

ヤー大佐に感謝状を贈呈しました。

在日米海軍司令官の着任訪問

平成２１年４月１４日、在日米海軍司令

６月３日(左） ウォルトマイヤー在日米陸軍基地
管理本部司令官
（於：南関東防衛局長室）

官リチャード Ｂ.レン少将は、齊藤南関東

防衛局長を訪問しました。

同司令官は、原子力空母「カール・ヴィ

ンソン」艦長、海軍作戦本部・航空母艦企

画課長などを経て、空母キティ―ホ―クに

司令部を擁する第５空母打撃群司令官に就

－３－

４月１４日 （左）レン在日米海軍司令官
（右）齊藤南関東防衛局長
（於：南関東防衛局長室）

司令部を擁する第５空母打撃群司令官に就

任、その間、原子力空母「ジョージ・ワシ

ントン」への交代に携わり、同月９日、在

日米海軍司令官に就任しました。



米軍提供施設の返還

《横浜ノース・ドックの一部返還》

横浜ノ ド ク 部土地等 返還に横浜ノース・ドックの一部土地等の返還に

つきましては、平成２１年３月５日の日米合

同委員会において合意されました。当該地区

は、昭和４７年から民間会社が進入路用地と

して共同使用、並びに、平成１０年から横浜

市が港湾施設（道路）用地として共同使用し、

港湾利用に供していたところであります 平港湾利用に供していたところであります。平

成２１年３月３１日、在日米軍との間で返還

に係るすべての調整・手続きが整い、返還さ

れました。今回、返還されたのは、民間会社

が同社有地への進入路用地並びに横浜市が港

湾施設（道路）用地として共同使用していた港湾施設（道路）

土地約２７，０００㎡、水域約２，５

００㎡及び工作物（橋梁等）です。

横浜ノース・ドックは神奈川県横浜

市神奈川区に所在し、昭和２１年連合

国軍に接収、昭和２７年安全保障条約

に基づき提供されたものであります

FAC3067 横浜ノース・ドック

に基づき提供されたものであります。

現在、在日米陸軍基地管理本部等の

管理下において、海上及び陸上施設と

して重要な役割を果たしつつ、米軍輸

送船等が発着している埠頭地区及び軍

事郵便業務を行っている郵便地区とし

て使用しています 今回の返還によりて使用しています。今回の返還により、

当該施設・区域の土地面積は、約５２

３，０００㎡となりました。

所在地：神奈川県横浜市神奈川区

位 置 図

横浜市

横浜ノース・ドック
（横浜市神奈川区）

位 置 図

－４－

神奈川県
富岡倉庫地区

（横浜市金沢区）



米軍提供施設の返還

《富岡倉庫地区の全部返還》

神奈川県における在日米軍施設・区域の整理等

については、地元などからの強い返還要望を受け

て、平成１５年から日米間で協議を重ねた結果、

横浜市内の６施設・区域（約４１９ｈａ）の返還

及び池子住宅地区及び海軍補助施設の横浜市域で

の７００戸程度の米軍家族住宅などの建設につい

富岡倉庫地区の返還については、在日米軍との間で返還に係るすべての調整・手続きが

整い、平成２１年５月２５日に全部返還され、同日、齊藤南関東防衛局長から中田横浜市

長に対して返還された旨の通知文書を手交しました。

当該施設は、面積約２．９ｈａを有し、神奈川県横浜市金沢区富岡町及び同区鳥浜町に

（左）齊藤南関東防衛局長 （右）中田横浜市長
て、平成１６年１０月、日米合同委員会において

合意がされたところです。

該 設 、面積約 有 、神 県横 市 区富岡 同区鳥

所在しており、昭和９年１０月１１日、旧海軍横須賀鎮守府は施設用地取得のため公有水

面の埋立承認を得て、昭和１１年８月１１日に埋立地が竣工、同年１０月１日、本地に横

浜海軍航空隊が開設され、我が国における初めての飛行艇基地として使用されてきました。

終戦後の昭和２０年９月、連合国軍に接収され、昭和２７年７月、ＦＡＣ３０７２第５

０８通信修理隊として提供され、昭和３６年１２月、現在のＦＡＣ３０７２富岡倉庫地区

に名称変更されました。その後、昭和４５年９月２３日、米陸軍から米海軍に管理権が移

管されましたが、翌、昭和４６年２月１７日、当該施設・区域の大半が返還され、その跡

地は神奈川県警察本部の機動隊訓練場敷地及び富岡総合公園敷地、国家公務員宿舎敷地等

として使用されております。

当該施設は現在まで米海軍厚木航空施設司令

部の管理下で資材の積み卸し及び一時保管場所

として使用されていました。

FAC3072 富岡倉庫地区

東京湾

土地：約２.９ha（国有地）

として使用されていました。

他方、横浜市は、富岡倉庫地区の返還跡地利

用について、「米軍施設返還跡地利用指針」を

策定し、交通利便性が高い臨海部に位置するこ

とから、立地特性を活かして新たな産業振興・

経済発展に寄与する空間形成を目指すとのこと

です。

東京湾

す。

当局としては、引き続き、池子住宅地区の横

浜市域における米軍家族住宅の建設と深谷通信

所など残る４施設・区域 (注) について、在日米

軍と返還に向けて協議・調整をするとともに、

横浜市とも連携し対応して参りたいと考えてい

ます。

－５－

。

所在地：神奈川県横浜市金沢区

注：平成１７年１２月 旧小柴貯油施設が
返還されている。



日米親善交流事業（横須賀）

３月１５日、横須賀市内にある横須賀アリーナ第２体育室

で、米海軍横須賀基地周辺住民の人たちと米軍人やその家族

道とが日米親善交流事業の一環として剣道教室を開催し、日米

の児童等合わせて約１５０人が参加しました。これまで横須

賀市内では、既に多岐多様な文化やスポーツでの日米の交流

が実施されているところです。 打ち込み体験

今般の交流事業は、南関東防衛局が主催した初めての事業で基地周辺住民と米軍人やそ

の家族との相互理解をより 層深めるとの趣旨の下 わが国の武道である剣道を体験しての家族との相互理解をより一層深めるとの趣旨の下、わが国の武道である剣道を体験して

もらい、武道を通じて日本の伝統文化に触れ、それを教え学ぶことにより日米の交流を図

ることを目的に実施したものです。

剣道教室では、地元の横須賀剣道連盟の先生方や児童（幼稚園から小学６年生）らによ

る模範稽古が披露され、その後、サリバンズスクールの校長先生と児童は防具を装着し、

竹刀を持って剣道を体験しました 米側の児童たちは初めての防具の装着にとまどってい竹刀を持って剣道を体験しました。米側の児童たちは初めての防具の装着にとまどってい

ましたが、日本側の児童らが積極的に話しかけながら手伝ったり、竹刀の握り方や素振り

の仕方などをボディー・ランゲージと片言の英語を交えながら教えている姿は、お互いに

とても楽しそうでした。装着後は、地元剣道連盟の先生方の指導を得て、児童らは「メン、

ドウ、コテ」と元気よく声を掛けながら打ち込み稽古に励んで

おりました また 児童たちの様子を見ていた保護者たちは

竹刀の握り方はこうだよ！

おりました。また、児童たちの様子を見ていた保護者たちは、

日頃見ることができない我が子の勇士を写真に撮って満足そう

に微笑んでおり、言葉は通じなくても剣道を通じてお互いに楽

しんでいる姿が印象的でした。一方、日本側の参加者は剣道教

室の開催に先立ち、基地内のサリバンズスクールの施設などを

見学し、授業に参加するなどアメリカでの教育環境の一端を体見学し、授業に参加するなどアメリカでの教育環境の 端を体

験しました。なお、今後における本事業の開催については、今回のモデル事業の結果を踏

まえて検討していくこととしております。

－６－

剣道教室に参加した日米の子供達 剣道は楽しかった！



日本三大奇祭「吉田の火祭り」
富士吉田市では、富士山の夏山シーズン幕開けは７

月１日の山開きに始まり、８月２６日の「吉田の火祭
り」で山じまいとなり、富士北麓の短い夏の終わりが
告げられます告げられます。
「吉田の火祭り」は、北口本宮冨士浅間神社と諏訪

神社の秋祭りで、島田（静岡県島田市）の帯祭り、国
府宮（愛知県稲沢市）のはだか祭りとともに、日本三
大奇祭の一つに数えられています。
８月２６日午後、富士山の型をした御山神輿と大神

輿が神社を出発し、去りゆく夏を惜しみながら登山の
安全に感謝し、五穀豊穣の願いを込めて街中を練り歩 火祭り安全に感謝し、五穀豊穣の願いを込めて街中を練り歩
きます。晩夏の陽が落ち夕暮れが迫るころ、市中に設けられたお旅所に２つの神輿が奉安
されると、約２キロに及ぶ沿道には高さ２ｍ、直径90cmの大たいまつ約８０本に、氏子の
家々の前に井ゲタに組まれたたいまつとともに一斉に点火され、街中は火の海と化し、夕
闇に赤い炎が天をこがす様は見事なものです。祭りに繰り出す見物者は約15万人を数え、
大たいまつの火照りを身に受けながら、去りゆく夏の風情を存分に楽しみ、そして秋への
思いをはせる情緒豊かで勇壮な祭りです。
火祭りは、防火・安産・道中安全や産業の守護神としてあがめ・奉られている“木花開

火祭り

火祭りは、防火 安産 道中安 や産業 守護神 あ 奉られ る 木花開
耶姫命（コノハナサクヤヒメノミコト）”の故事にならったものと伝えられています。
また、翌２７日には「すすき祭り」が行われます。本来は本祭りであるこの日は、昼か

らお旅所を出発した２つの神輿が街中を渡御し、富士吉田市のシンボルでもある浅間神社
の一の鳥居・金鳥居で神事を終えたあと更に町を練り歩きます。

神輿を担ぐ勢子と氏子や見物客が一体となって、
夕刻かがり火の迎える中浅間神社へと神輿は向か
っていきます。神社境内に入った神輿は、氏子らき す。神社境内に入 た神輿は、 子ら
共に高天原を廻り、勢子や氏子の掛け声は最高潮
に達し、火祭りのクライマックスを迎えます。
御山神輿は３回地面にドサンドサンと打ち落と

され、祭りの持つ神秘さと豪快さとが奇妙なコン
トラストを醸しており、その神々しさは見物者ら
の心に深く感銘を与え、富士北麓の夏の祭りは幕
を落とします。

「横浜開国博Ｙ１５０」開催！「横浜開国博Ｙ１５０」開催！
１８５９年(安政６年)の開港から、今年で１５０周年を迎えた横浜では、横浜開港１５０周年記念イベ

ント「開国博Ｙ１５０」（横浜開港１５０周年協会主催）が開催されています。

同開国博は４月２８日から９月２７までの約５か月間(１５３日間)開催され、多彩なイベントが市内各

会 「 （赤 倉庫 ）（ ）

すすき祭り (神輿） （吉田防衛事務所）

地で展開されています。会場は、「ベイサイドエリア」（赤れんが倉庫周辺）（４月２８日～９月２７）、

「マザ―ポ―トエリア」（横浜駅周辺～山下・山手地区）（平成２１年末まで）、「ヒルサイドエリア」

（よこはま動物園ズーラシア隣接地区）（７月４日～９月２

７日）の３エリアで開催されています。

中でもメインのイベント会場となっているベイサイドエリア

では、日本初上陸となったフランスの世界的アート集団「ラ・

マシン」が制作した高さ最大１２ｍの巨大アート・マシンの”

－７－

機械仕掛けのクモ”や、本イベントのために制作された、オリ

ジナルアニメ映画などが上映さています。全国のイベントの中

で最も注目される祭典となることが期待されています。横浜の

歴史と未来への夢を体感してはいかがでしょうか。
巨大アート・マシンの”機械仕掛けのクモ”



関 係 自 治 体 だ よ り

浜松市は、静岡県の西部に位置し、東は天竜川、西に浜名湖、南は遠州灘、北に赤石山

脈と四方を豊かな自然に囲まれ、面積は、１，５１１．１k㎡という全国で２番目の広さ

を有しています。人口は県内最大の８２万人を擁し、平成1９年４月には全国で１６番目

の政令指定都市になっております。

古くから繊維産業などの産業が発達し、現在では、オートバイや自動車などの輸送機器

産業や楽器産業に加え、光関連産業や電子産業などの先端技術産業の集積も進み、「やら

まいか精神」に代表される旺盛なチャレンジ精神によって、めざましい発展を見せていま

す。

また、気候も温暖で豊かな自然に恵まれ、果樹栽培や施設園芸を中心に全国４位の農業

産出額を誇っています。

本年のビックイベントとして、９月１９日から１１月２３日にかけて、国内初開催とな

る｢浜松モザイカルチャー世界博２００９・浜名湖立体花博｣を予定しています。国内外か

ら８０を超える作品が「人と自然のシンフォニー」をメインテーマに、花と緑の未来庭園

を世界へ発信してまいります。皆様のご来場をお待ちしています。

浜松市には、大正４年に旧陸軍の飛行第７連隊が置かれ、昭和８年には現在の航空自衛

隊浜松基地の南地区に爆撃機搭乗員の養成などを目的とした浜松陸軍飛行学校が設立され

ました。戦後は、航空自衛隊で初めて航空団が置かれるなど航空自衛隊発祥の地としての

歴史があります。また、平成１１年４月には航空自衛隊広報館「エアーパーク」が開設さ

れ、本年、来館者が３００万人を突破するなど、多くの市民や観光客などで賑わっていま

す。

かつて浜松基地の周囲は農業地域でしたが、近年では、土地区画整理事業などにより急

速に都市化が進み、航空機騒音をはじめとする新たな課題も生じてきています。速に都市化が進み、航空機騒音をはじめとする新たな課題も生じてきて ます。

今後とも、浜松市では防衛施設を抱える自治体としての課題や周辺住民の要望などを踏

まえ、南関東防衛局に対し市民が安全で安心できる快適な生活環境の整備について、これ

までと同様のきめ細やかな取り組みを期待しております。

（浜松市生活文化部市民生活課）

－８－

浜松市のランドマーク アクトシティ 浜松市“福”市長 ウナギイヌ


